
● 学内共同研究支援制度の創設

3. 学内共同研究の活性化重点戦略

領域KGI

● 2037年度までに、研究共同体として、それぞれの個の研究を伸長できる研究支援体制
　 及び研究支援環境の整備
● 2037年度までに、研究共同体として、他者への貢献に資する産官学民連携（共同研究・
　 受託研究）の活性化
● 2037年度までに、研究共同体として、個と個が補い合い高め合う共同研究の活性化

研 究

“Study for Agency”
互いの賜物を高め合う研究共同体

　西南学院大学は、地域に根差しつつ世界を展望する次世代の知を涵養する機関です。ここ
に所属する研究者は、現代的な諸観点と、個々に備わった多様な特性とに基づいて、先人によ
る知の蓄積を読み直し、磨き上げて、公に向けて発信します。
　変化の諸要因が絡み合い、またそのスピードがいよいよ高まる中、現代社会の諸課題に向
き合うには、手近な損得によらず、他者への貢献にともなう喜びや真理への敬意を、思考や行
動の原動力とする必要があります。自ら思考するワタシ（cogito＝I think）が、個の不安を乗
り越えて、他者と共に生き（sumus=We are）、生の喜びと誇りを高め合う研究共同体を目指
します。

領域ビジョン

5. 大学院教育の活性化重点戦略

● 収容定員充足率の向上
● 高度な専門的知識・能力を有する人の養成
● リカレント教育の充実
● 社会人を対象とした奨学金の創設
● 高度な専門知識を有する研究者の養成

アクションプラン

4. 新たな時代の要請に応える教育の推進重点戦略

● 学部・学科・センターの特色を活かした教育の実践や展開
● 学部横断的な学び（文理融合教育）の機会の創出
● データサイエンス（DS）教育の充実
● 地域社会の国際化への対応や共生社会の実現に向けた教育
　 （DE＆I教育や多様な人（国籍、年代など）と学び合う機会）の提供
● 大学間が連携した学びの環境（連携開設科目など）の整備
● アントレプレナーシップやリーダーシップを育成するための教育の実施
● 学部教育への円滑な接続を視野に入れた全学的な入学前教育と初年次教育（主に基幹教育）の充実
● 専門性をより高度化するための教育の機会の提供

アクションプラン

3. 持続可能性を保証する教育の推進重点戦略

● 教員定数及び本学の責任時間数を基本としたカリキュラムの構築と授業科目の精選
● 専任教員が共通教育に責任をもって関与する体制への転換
● 基幹教育に係る全学的な実施体制・組織の整備

アクションプラン

2. 産官学民連携(共同研究・受託研究)の活性化重点戦略

● 共同研究・受託研究ニーズの把握及び共有
● 共同研究・受託研究に係るコーディネート支援の実施

アクションプラン

アクションプラン

1. 専門性を備えた研究支援体制の確立重点戦略

● 事務局専門職員としてのURAの採用及び配置(学術研究所事務室増員)

アクションプラン
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